
桶
狭
桶
狭
桶
狭
桶
狭
のののの
間
戦
間
戦
間
戦
間
戦
いいいい
四
百
五
十
年
記
念
俳
句
募
集

四
百
五
十
年
記
念
俳
句
募
集

四
百
五
十
年
記
念
俳
句
募
集

四
百
五
十
年
記
念
俳
句
募
集

日
本
近
世
史
の
幕
開
け
と
な
っ
た
桶
狭
間
の
戦
い
か
ら
四
百
五
十
年
の
星
霜
を
経
ま
し
た
、
そ
の
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
、
広
く
俳
句
を
募
集
し
ま
す
、
皆
様
の
御
応
募
を
お
待
ち
し
ま
す

一
、
テ
ー
マ
ー

桶
狭
間
界
隈
、
又
は
桶
狭
間
の
戦
い
を
テ
ー
マ
ー
に
当
季
雑
詠
、

一
、
投
句
要
領

○
自
作
未
発
表
作
品
二
句
一
組
、
何
組
に
て
も
可
、
所
定
の
用
紙
（
投
句
函
に

有
り
ま
っ
す
）
に
郵
便
番
号
、
住
所
・
氏
名
（
俳
号
の
場
合
は
本
名
を
明
記
）

電
話
番
号
を
明
記
、
所
定
の
投
句
函
に
投
函
し
て
下
さ
い
。

（
設
置
場
所
は
桶
狭
間
古
戦
場
公
園
、
長
福
寺
、
桶
狭
間
公
民
館
）

○
小
学
生
は
学
校
名
・
学
年
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

○
氏
名
・
作
品
に
は
振
り
仮
名
を
付
け
て
下
さ
い

○
郵
送
の
場
合
は
用
紙
自
由
、
又
は
左
記
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

宛
先
、
〒
４
５
８-

０
９
１
９

名
古
屋
市
緑
区
桶
狭
間
神
明
１
５
２
０

桶
狭
間
公
民
館
内
作
品
展

俳
句
係
り

一
、
募
集
期
間

平
成
二
二
年
五
月
一
日
～
平
成
二
二
年
八
月
二
十
日

一
、
賞

一
般
の
部
・
小
学
生
の
部
共
、
各
大
賞
一
名
、
優
秀
二
名
、
入
選
若
干
名

一
、
発
表

平
成
二
二
年
九
月
二
五
日
（
観
月
会
場
に
作
品
を
展
示
）

遠
方
の
入
選
者
に
は
、
何
ら
か
の
方
法
で
事
前
連
絡
し
ま
す

一
、
選
者

狭
間
古
戦
場
保
存
会
、
保
存
会
が
依
頼
し
た
当
地
域
の
俳
人

一
、
そ
の
他

入
賞
作
品
は
桶
狭
間
古
戦
場
保
存
会
に
使
用
権
を
認
め
る

桶
狭
間
古
戦
場
保
存
会
、
四
五
〇
年
記
念
事
業
部

キ

リ

ト

リ

線

桶
狭
間
の
戦
い
四
百
五
十
年
記
念
事
業

桶
狭
間
観
光
俳
句
投
句
用
紙

☆
文
字
は
楷
書
で
丁
寧
に
書
い
て
く
だ
さ
い

ふ
り
が
な

〒

℡

ふ
り
が
な

ふ
り
が
な

ふ
り
が
な

締
め
切
り

平
成
二
二
年
八
月
二
十
日

あ
て
先

〒

４
５
８-

０
９
１
９

名
古
屋
市
緑
区
桶
狭
間
神
明
１
５
２
０

桶
狭
間
公
民
館
内
作
品
展

俳
句
係
り

（
問
い
合
せ

電
話

０
５
２
‐
６
２
１
‐
９
６
３
８

諏
訪
部
）

氏 名 住 所作 品 作 品

本 名




